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高際澄雄先生の略歴と主要な業績
略　歴
1949年２月 栃木県下都賀郡赤麻村に生まれる
1967年３月 栃木県立栃木高等学校卒業
1973年３月 東京教育大学文学部卒業
1975年３月 東京教育大学大学院文学研究科修了
 文学修士（東京教育大学　文修第845号）
1975年４月 新潟大学教育学部高田分校助手
1977年４月 新潟大学教育学部高田分校講師
1980年10月 宇都宮大学教養部助教授
1981年４月 国立栃木病院附属看護学校非常勤講師（2010年3月まで）
 NHK文化センター宇都宮教室非常勤講師（1992年3月まで）
1982年４月 國學院大學栃木女子短期大学非常勤講師（1992年3月まで）
1986年４月 国際交流会館主事（1988年3月まで）
1994年10月 宇都宮大学国際学部助教授
1997年10月 宇都宮大学国際学部教授（2016年3月退職予定）
2002年４月 宇都宮大学評議員（2006年3月まで）
2007年４月 国際学部国際文化学科学科長（2008年3月まで）
2012年４月 国際学部附属多文化公共圏センター長（2016年3月まで）
 放送大学栃木学習センター客員教員（現在に至る）
所属学会
日本英文学会、日本ジョンソン協会、日本 18 世紀学会、大塚英文学会
日本ヘンデル協会、日本科学者会議
研究活動
（学術論文）
１．「ラヴレイスの死」、アポストロス同人会『アポストロス』第 1 号、pp.35-40、1975 年 6 月
２．「ピカレスク小説論覚書―スモレットの研究のための」、アポストロス同人『アポストロス』第 2 号、
pp.40-46、1975 年 10 月
３．「Roderick Random 試論」新潟大学教育学部高田分校『研究紀要』第 20 号、pp. 95-106、1976 年 3 月
４．「『ロデリック・ランドム』の作品的統一」、アポストロス同人『アポストロス』第 3 号、pp.21-28、1976
年 6 月
５．「パミラの媚と偽善」、アレオパガス同人『アレオパガス』第 5 号、pp.1-5、1976 年 10 月
６．「Clarissa における新しい共同体の成立」、東京教育大学大学院英文学会 Otsuka Review 第 13 号、pp.26-
32、1977 年 2 月
７．「スモレットの小説における愛 I」、新潟大学教育学部高田分校『研究紀要』第 21 号、pp.95-103、1977 年
3 月
８．「リチャードスンの三つの小説」、『英文学グラフィティ』（愛育社）、pp.41-48、1978 年 3 月
９．「『クラリッサ』における自立」、アポストロス同人会『アポストロス』第 5 号、pp.8-11、1978 年 9 月
10．「18 世紀イギリス文学における「キホーテぶり」」、新潟大学教育学部『紀要』第 20 巻人文・社会科学編、
pp.101-110、1979 年 3 月
11．「『ペレグリン・ピクル』における「高慢」（上）」、アポストロス同人会『アポストロス』第 6 号、pp.42-
47、1979 年 10 月
12．「『サ ・ーラースロット・グリーヴズ』における「キホーテぶり」」、新潟大学教育学部高田分校『研究紀要』
第 24 号、pp.53-64、1980 年 3 月
13．「『ペレグリン・ピクル』における「高慢」（中）」、アポストロス同人会『アポストロス』」第 7 号、pp.15-
18、1980 年 7 月
14．「スモレットの民衆観」、宇都宮大学教養部『研究報告』第 14 号第 1 部、pp.35-51、1981 年 12 月
15．「『ペレグリン・ピクル』における「高慢」（下）」、アポストロス同人会『アポストロス』第」8 号、
pp.12-20、1979 年 10 月
iii
16．「スモレットの小説における愛 II」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』創刊 30 周年記念号、pp.32-
43、1982 年 3 月
17．「進歩主義と復古主義の間―ジョン・セコラ『奢侈』の一批判」、アポストロス同人会『アポストロス』第 9 号、
pp.13-22、1982 年 11 月
18．「スモレットの定期刊行紙『ブリトゥン』に現われた民衆観」、宇都宮大学教養部『研究報告』第 16 号第
1 部、pp.101-117、1983 年 12 月
19．「漱石のアディスン - スティール論」、アポストロス同人会『アポストロス』第」10 号、pp.1-20、1984 年
3 月
20．「スモレットとその一族」、『英語青年』（研究社）第 132 巻第 7 号、pp.334-5、1986 年 10 月
21．「『スペクテイター』の終刊―その発展原理の逆説」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』32 号、
pp.113-126、1986 年 12 月
22．「日刊紙としての『スペクテイター』」、宇都宮大学教養部『研究報告』第 23 号第 1 部、pp.227-256、1990
年 12 月
23．「『スペクテイター』における『楽園の喪失』論の位置」、『ミルトンとその光芒』（金星堂）、pp113-126、
1992 年 12 月
24．「スモレットとヴァーノン提督」、『日本ジョンソン協会年報』第 16 号、pp.12-15、1994 年 5
25．「『スペクテイター』の先行紙としての『タトラー』」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』41 号、
pp.1-16、1993 年 2 月
26．「スモレットの『水の外用論』―その西洋医学史における位置」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』
42 号、pp.1-21、1993 年 8 月
27．「夏目漱石『文学評論』第三編における引用の問題とその起源」、宇都宮大学教養部『研究報告』第 28 号
第 1 部、pp.61-81、1994 年 9 月
28．「『ロデリック・ランドム』における奴隷貿易」、日本ジョンソン研究会編『十八世紀イギリス文学研究』（雄
松堂書店）、p.259-270、1996 年 5 月
29．「トバイアス・スモレット他編『万国史』の構成に関する調査」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 2 号、
pp.33-49、1996 年 10 月
30．「トバイアス・スモレット他編『万国史』における文明概念」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 5 号、
pp.105-134、1998 年 3 月
31．「『万国史現代編まとめ』から『世界各国現況』へ」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』49 号、
pp.125-150、2000 年 3 月
32．「Universal History とスモレット」、『日本ジョンソン協会年報』第 24 号、pp. 11-14、2000 年 5 月
33．「『スペクテイター』における歌劇論」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』50 号、pp.125-138、2001
年 3 月
34．「イタリア語歌劇から英語オラトリオへ―ヘンデルにおける英語名品作曲の意味」、宇都宮大学外国文学
研究会『外国文学』51 号 pp.95-115、2002 年 3 月
35．「ヘンデル『聖セシリア祝日のオード』の先行諸作品―パーセル、ドラーギ、ブロー―」、『宇都宮大学国
際学部研究論集』第 15 号、pp.123-140、2003 年 3 月
36．「ヘンデルの初期英語音楽作曲の意義―『エイシスとガラティア』と『エステル』」、宇都宮大学外国文学
研究会『外国文学』52 号、pp.97-121、2003 年 3 月
37．「ヘンデルによる 1730 年代のオラトリオ作品」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 16 号、pp.105-123、
2003 年 3 月
38．「パーセルの最初期祝典オードにおける詩と音楽」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 17 号、pp.77-90、
2004 年 3 月
39．「パーセル初期後半における祝典オードにおける詩と音楽」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』53 号、
pp.59-82、2004 年 3
40．「アディスンのイタリア歌劇批判における翻訳問題」、宇都宮大学国際学部編国際学叢書『移動・都市・翻訳』
pp.73-95、2004 年 9 月
41．「パーセル後半期初頭の祝典オードにおける詩と音楽」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 18 号、pp.55-
69、2004 年 10 月
42．「ジョーゼフ・アディスンの青年期における音楽との関わり」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』54 号、
pp.117-134、2005 年 3 月
43．「パーセルの後半期中葉の祝典オードにおける詩と音楽」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 19 号、
iv
pp.113-128、2005 年 3 月
44．「現代イギリスにおけるヘンデルの位置―2005 年「プロムズ・ラストナイト・コンサート」からの考察」、
宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』55 号、pp.107-118、2006 年 3 月
45．「パーセル最後期の祝典オードにおける詩と音楽（上）」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 22 号、
pp.113-128、2006 年 10 月
46．「パーセル『妖精の女王』における詩と音楽」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 23 号、pp.73-88、2007
年 3 月
47．「ヘンデルの『リナルド』における詩と音楽」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』56 号、pp.93-
109、2007 年 3 月
48．「ヘンデルのイタリア歌劇―イギリス文学史における位置」、『日本ジョンソン協会年報』第 31 号、pp. 
13-16、2007 年 5 月
49．「パーセル最後期の祝典オードにおける詩と音楽（下）」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 24 号、
pp.93-104、2007 年 10 月
50．「ヘンデル『アン女王誕生日のためのオード』における詩と音楽」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 24 号、
pp.105-114、2007 年 10 月
51．「ポルポラ『ナクソス島のアリアンナ』の作品的特質」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』57 号、
pp.77-89、2008 年 3 月
52．「ヘンデル『クレタ島のアリアンナ』の作品的特質」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 25 号、pp.97-
106、2008 年 3 月
53．「ヘンデル『ヨセフとその兄弟たち』における詩と音楽」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 26 号、
pp.105-116、2008 年 10 月
54．「ウィリアム・ボイス『ソロモン』における詩と音楽」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 27 号、pp.23-
37、2009 年 3 月
55．「ボイス『聖セシリア祝日のオード』における詩と音楽」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』58 号、
pp.35-48、2009 年 3 月
56．「ヘンデルとスモレット：『アルセスト』をめぐって」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 28 号、pp.43-
53、2009 年 9 月
57．「ヘンデル『セメレー』の上演形態に関する問題―クリスティ指揮による 2007 年チューリッヒ公演を手
掛かりとして」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』59 号、pp.27-37、2010 年 3 月
58.「ボイスの第 2『聖セシリア祝日のオード』における詩と音楽」、日本ジョンソン協会編『十八世紀イギリ
ス文学研究』（開拓社）、pp.332-351、2010 年 5 月
59．「クイーンズシアターの設立とイタリア歌劇の興隆：18 世紀初頭ロンドンにおける演劇と歌劇の関係」、『宇
都宮大学国際学部研究論集』第 29 号、pp.13-22、2010 年 2 月
60．「パーセル『妖精の女王』2009 年公演の意義」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』60 号、pp.143-
152、2011 年 3 月
61．「18 世紀イギリス公共圏の一特徴―日本における公共圏構築のための考察」、『宇都宮大学国際学部多文
化公共圏センター年報』第 3 号、pp.4-9、2011 年 3 月
62．「ボイス『ダビデの哀悼歌』の作品的特質」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 31 号、pp.29-45、2011
年 2 月
63．「3.11 把握のための国際学」、『宇都宮大学国際学部多文化公共圏センター年報』第 4 号、pp.13-22、2012
年 3 月
64．「ゲイ『乞食オペラ』の作品的特質」、宇都宮大学外国文学研究会『外国文学』61 号、pp.23-38、2009 年
3 月
65．「エックレス『セメレー』の作品的特質」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 33 号、pp.15-32、2012 年 2
月
66．「『ウォントリーの竜』における詩と音楽」、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 37 号（2014 年 2 月発行予定）
（翻訳）
１．『図説イギリス文学史』（共訳）、大修館、1990 年 5 月
（書評）
１．Vincent J. Leisenfeld, The Licensing Act of 1737, Wisconsin U.P., 1984, 『日本 18 世紀学会年報』第 3 号、p. 22、
v1988 年 10 月
２．Kolin Kidd, Subverting Scotland’s Past, Cambridge U.P., 2003. 『日本ジョンソン協会年報』第 18 号、p.25、
1994 年 5 月
３．O. ゴールドスミス『動物誌』、原書房、1994 年、『日本 18 世紀学会年報』第 10 号、p. 38、1995 年 10 月
４．Ed. John Richetti, The Cambridge History of English Literature, 1660-1780, Cambridge U. P., 2005, 『日本 18 世紀
学会年報』第 23 号、p. 41、2008 年 10 月
（学会発表）
１．パネルディスカッション「ドン・キホーテと十八世紀英文学」（司会・岸英朗、講師・平田渡、高際澄雄、
佐久間良子）、第 19 回日本ジョンソン協会大会、於関西大学、1986 年 5 月
２．シンポジウム「漱石の『文学評論』をめぐって」（司会・岡照雄、講師・青木健、高際澄雄、中原章雄）、
第 27 回日本ジョンソン協会大会、於熊本交通センターホテル、1994 年 5 月
３．シンポジウム「18 世紀前半期の英国の文学と音楽」（司会・松原慶子、講師・高際澄雄、福本宰之、能口盾彦）、
第 37 回日本ジョンソン協会大会、於メルパルク大阪、2004 年 5 月
４．「イギリス史の伝統におけるヘンデルとパーセル―オードの扱いをめぐって―」、日本ヘンデル協会会員
研究発表会、於調布市文化会館、2004 年 12 月
５．「18 世紀イギリスにおけるスコットランド」、日本ヘンデル協会会員研究発表会、於調布市文化会館、
2006 年 11 月
６．「ボイスの『ソロモン』をめぐる諸問題」、日本ヘンデル協会会員研究発表会、於調布市文化会館、2008
年 11 月
７．「18 世紀初頭イギリスの詩と音楽」、大塚英語教育研究会、於共立女子大学、2010 年 10 月
８．「アポロ協会とボイスの作品」、日本ヘンデル協会会員研究発表会、於調布市文化会館、2011 年 4 月
（在外研究）
１．「スモレットの非文学的著作の研究」、ロンドン大学ユニヴァーシティーコレッジ、1987 年 3 月 -1988 年
1 月
（科学研究費補助金研究）
１．「18 世紀初期イギリス文芸紙の発達過程の研究」、一般研究（C）、1988 年度
２．「トバイアス・スモレット他編『万国史』における文明概念の研究」、一般研究（C）→基盤研究（C）、
1995―1996 年度
３．「文化学の体系的教育方法の開発に関する研究」、国際学術研究、（共同研究者、柄木田康之助教授、シャー
マン・リュー外国人教師）、1997-1998 年度
４．「イギリス 18 世紀における音楽と詩」、基盤研究（C）、2006-2008 年度
５．「18 世紀前半イギリスにおける音楽と演劇」、基盤研究（C）、2009-2013 年度
６．「18 世紀前半イギリスにおけるオラトリオ形成への笑劇とバーレスクの影響」、基盤研究（C）、2013 年
度 -2016 年度（予定）
（学会活動）
所属学会
１．日本英文学会会員（1975 年より現在至る）
２．日本ジョンソン協会会員（1975 年より現在に至る）
会報編集委員　1988 年 5 月―1990 年 5 月
大会準備委員　2003 年 5 月―2005 年 5 月
３．大塚英文学会会員（1975 年より現在に至る）
４．日本 18 世紀学会会員（1979 年より現在に至る）
５．日本ヘンデル協会会員（2004 年より現在に至る）
監査（2006 年 7 月より現在に至る）
６．日本科学者会議会員（1980 年より現在に至る）
栃木支部事務局長（2012 年 7 月より現在に至る）
vi
（シンポジウム企画実施）
１．第 37 回日本ジョンソン協会大会シンポジウム「18 世紀前半期英国の文学と音楽」、2004 年 5 月、メルパ
ルク大阪にて実施
２．第 38 回日本ジョンソン協会大会シンポジウム「18 世紀イギリス文学におけるスコットランド問題―国
家と小説の確立」、2005 年 5 月、アルカディア市ヶ谷私学会館にて実施
教育活動
（担当授業）
１．宇都宮大学　（教養部）一般英語　（教養教育）リテラシー英語　教養教育英語　（基盤教育）Advanced 
English I 　（国際学部専門教育）　イギリス文化論　英語会話（インテンシブ・トレーニング）　時事英語
　卒業論文指導　英語圏文化論　イギリス文化変容過程研究　修士論文指導　など
２．非常勤講師　國學院女子短期大学英語講師（1982 年―1991 年）、国立栃木病院附属看護学校英語講師（1981
年―2010 年 3 月）、放送大学栃木学習センター面接授業講師　同客員教員（2012 年 4 月より現在に至る）
（シンポジウム企画実施）
１．宇都宮大学生国際連携シンポジウム 2010「学生とアジア・世界の未来を考える―活動の場を広げる価値」、
国際学部・附属多文化公共圏センター主催、2010 年 11 月
２．宇都宮大学生国際連携シンポジウム 2011「学生とアジア・日本の震災復興を考える～大学の専門性を活
かした震災復興の在り方～」、国際学部・附属多文化公共圏センター主催、2011 年 11 月
３．宇都宮大学生国際連携シンポジウム 2013「ASEAN から相互理解・相互協力を学ぶ～日本の進むべき道
を考える」、国際学部・附属多文化公共圏センター主催、2013 年 11 月
社会活動
（シンポジウム等企画実施）
１．日光市世界遺産サミット、日光市主催、2004 年 11 月
２．宇都宮大学地域貢献事業「日光の明治大正期における国際化の諸相に関する調査と国際交流の振興」、講
演会「ヨーロッパにおける博物学―日光国際化の原点を探る」（講師：松永俊男氏、尾田啓一氏、司会：
高際澄雄）、スタディーツアー「近代日光国際化の遺産を巡る」、2006 年 2 月
３．宇都宮大学地域連携活動、「日光研究プロジェクト 2012」、　シンポジウム「自然美と自然保護運動の近
代日光―文学者、自然保護主義者、アジア人旅行者の記録から読み解く」（講師：尾田啓一氏、松井貴子
氏、丁貴連氏、司会：高際澄雄）、スタディーツアー、附属多文化公共圏センター主催、2012 年 9 月
４．宇都宮大学地域連携活動、田中正造没後 100 年記念「田中正造とアジア」、スタディーツアー、シンポジ
ウム（講師：赤上剛氏、朴孟洙氏、丁貴連氏、司会：高際澄雄）、附属多文化公共圏センター主催、2013
年 12 月
５．シンポジウム「放射能汚染―食の安全をめぐって−」（企画実施）（講師：崎山比早子氏、杉本宏之氏、
上野長一氏、司会：水谷正一氏）、日本科学者会議栃木支部・宇都宮大学職員組合共催、2012 年 2 月
（公開講座等）
１．NHK 文化センター宇都宮教室英語非常勤講師（英語担当）、1981 年 4 月 -1992 年 3 月 .
２．宇都宮大学生涯学習教育研究センター公開講座、「英語会話」、「廃棄物環境問題」、「シャーロック・ホー
ムズの世界に遊ぶ」担当
（社会団体活動）
１．宇都宮大学職員組合組合員（1980 年 10 月より現在に至る）
執行委員会委員長（2012 年 10 月− 2013 年 3 月）
２．宇都宮大学消費生活協同組合組合員（1980 年 10 月より現在に至る）
代表理事（2010 年 5 月―2013 年 7 月）
３．ゴミ問題を考える栃木県連絡会会員（1990 年 10 月より現在に至る）
運営委員会書記長兼会計（2003 年 12 月より現在に至る）
４．原発いらない栃木の会会員（2011 年 10 月より現在に至る）
理事（2013 年 4 月より現在に至る）
